











氏名・(本籍) 中 里 義 弘
学位の種類 工 寸，ßら4 ↑専 士
学位記番号 第 1 982 ー仁1ヨ3ー
学位授与の日付 昭和 45 年 3 月 30 日
学位授与の要件 工学研究科通信工学専攻
























第 4 章ば， 3 章でのベナこ光相関器のパjレス圧縮への応用である。乙の光相関器は超音波の空間
的伝ばんを利用しているため超音波の伝ばん方向を対向させるようにすると， 信号の種類 lとよ
り， 一種の整合フィノレタと考えられる。 この性質を利用するとパルス圧縮が可能であり， 線形
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EM波， V形FM波の場合について理論的に解析している。
第 5 章は，本研究の成果を総括してのべたものである。
論文の審査結果の要旨
本論文に述べられている研究業績を要約すると次のようになる。
(1) 超音波による光の回折現象に，結合モード理論を適用し入射光，回折光の強度関係を導出し
従来の理論との差異を明らかにした。
(2) 超音波による光の回折を利用する光変調で得られる中心周波数と，変調帯域幅の関係を理論
的，実験的に導いている。
(3) コヒーレント光学システムの光学フーリェ変換空間的な掛算機能を利用し，光の変調媒体と
して超音波による光変調を使用する光相関器を提案し，その動作，原理および設計の際の着意
事項について詳細な検討を行ない，実験的にもその有用性を示した。
(4) 光相関器を利用した整合フィノレタの構成法を論じ，その応用としてV型FM波，線形FM波
のパノレス圧縮について理論的に検討を加え，不要成分の混入もなくパノレス圧縮が可能な乙とを
指摘した。
このように著者は超音波による光変調とその応用に関して研究を行ない，その業績は通信工学
の分野における発展に貢献している。そこで本論文は博士論文として価値あるものと認める。
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